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 わたしがようちえんのときのことです。わたしはおかあさんと、おみせにいきました。かおうとおも

っていたトイレットペーパーがひとつもなくて、からっぽのたなをみて、びっくりしました。 

「コロナウイルスがきたで、みんながあわててかっていったんやわ。」 

と、おかあさんはいいました。そして、マスクをしないと、そとに出られなくなってしまいました。 

 すぐに、マスクもかえなくなりました。おかあさんが、いえじゅうのタンスからハンカチと、あかち

ゃんのときにつかったガーゼをあつめてきて、マスクをつくってくれました。てぬいで、かぞく六人ぶ

んをつくります。わたしは、おかあさんがはりと糸でチクチクぬっているのを見たことがなかったので、  

（そんなのつくれるの?）とおもいました。 

「やってみると、たのしいもんやわ。」 

と、おかあさんは一人になんまいもマスクをつくってくれました。よるおそくまでつくっていたから、

おかあさんはとてもねむそうでした。おかあさんにすこしでもよろこんでほしいとおもって、ひらめい

たのが、しょうじょうをつくることでした。 

わたしは、いっしょうけんめいかきました。 

『あなたはマスクをいっぱいつくりましたね じょうずにつくりました さいごまでがんばりました

ね おめでとうございます ４月１４日 やまこしまさよどの』 

おかあさんは、とてもよろこんでくれました。あまりにうれしくて、しょうじょうのしゃしんをとっ

て、SNS にあげていました。それを見たおばさんが、メールをくれました。 

『めいちゃんのやさしさにかんどうしたので、マスクをつくっておくります』 

わたしはうれしいような、はずかしいようなきもちになりました。 

 しばらくして、大きなにもつがとどきました。おばさんからです。おにいちゃんたちとドキドキしな

がら、はこをあけてみました。中には、ピンクやあかいろのかわいいマスクと、たくさんのおかしと、

おばさんからのてがみが入っていました。あまりにたくさんおかしが入っていたので、みんなびっくり

して、おもわずわらってしまいました。 

コロナになってから、ようちえんがやすみで、ともだちとあそぶこともできないし、どこにも出かけ

られなくて、さみしかったけれど、ひさしぶりにたのしいきもちになりました。ようちえんがはじまっ

て、そのマスクをつけていくのがたのしみでした。 

 あれから、一年がたちました。いまも、マスクがないとそとにでられません。おばさんにはあえてい

ないけれど、メールで「ありがとう」がいえました。ことしのなつやすみは、おばさんからわけてもら

ったメダカのおせわをして、たくさんのたまごからあかちゃんがかえりました。いえの中にいても、う

れしいことはいっぱいあります。 

 


